
東京都立高等学校チャレンジスクール入学者選抜実施要綱 

 

 令和３年度の東京都立高等学校定時制課程単位制高等学校のうち、総合学科の六本木高校、大江戸高校、世田谷泉高校、

稔ヶ丘高校及び桐ヶ丘高校（以下「チャレンジスクール」という。）並びに普通科の八王子拓真高校（チャレンジ枠）の

入学者選抜は、東京都立高等学校の入学者の選抜方法に関する規則（平成５年東京都教育委員会規則第１号）に基づき、

この東京都立高等学校チャレンジスクール入学者選抜実施要綱（以下「本実施要綱」という。）の定めるところにより実

施する。 

第 １  学力検査等に基づく選抜（第一次募集） 

第１－１ 第一次募集日程 

（注１） 志願変更ができるのは、第１学年相当に出願した者のみであり、第２学年相当以上に出願した者は志願   

変更はできない。 

（注２） チャレンジスクール又は八王子拓真高校（チャレンジ枠）の志願者は、全日制の都立高等学校（ただし、

全日制の応募資格を有する者に限る。）、他のチャレンジスクール（八王子拓真高校（チャレンジ枠）を

含む。）、一橋高校、浅草高校、荻窪高校、八王子拓真高校（一般枠）及び砂川高校への志願変更ができ

る。 

 

第１－２ 募集人員 

「令和３年度都立高等学校等第一学年生徒募集人員」に定める。 

なお、高等学校等中途退学者を対象とした特別枠を設ける（八王子拓真高校を除く。）。 

 

第１－３ 応募資格等 

(1) 第１学年相当 

東京都立高等学校入学者選抜実施要綱（以下「都立高校の実施要綱」という。）第２－３－１に定める定時制の応

募資格を有する者又は同資格を有する高等学校等中途退学者で、令和２年１２月までの高等学校における修得単位数

が１８単位以下の者 

(2) 第２学年相当以上 

都立高校の実施要綱第２－３－１に定める定時制の応募資格を有する高等学校等中途退学者で、在学していた期間

が１年以上、かつ、令和２年１２月までの高等学校における修得単位数が１９単位以上の者 

 

第１－４ 出願方法 

志願者は、１校に限り出願する。 

チャレンジスクールの志願者は１部から３部までの各部に、八王子拓真高校（チャレンジ枠）の志願者は１部又は

事   項 日          時 

出      願 

令和３年１月２９日（金）から２月 ４日（木）まで 

郵送（上記出願受付期間に、都立高校が指定する郵便局に必着（郵便局留）） 

により受付 

志願変更 

(注1、2) 

入学願書取下げ 令和３年２月１２日（金）    午前９時 ～ 午後３時 

入学願書再提出 令和３年２月１５日（月）    午前９時 ～ 正午 

検 査 

令和３年２月２１日（日）  （第１学年相当）集合 午前８時３０分 

面接については、令和３年２月２１日（日）以後、各都立高校が定める日時 

令和３年２月１９日（金）  （第２学年相当以上）集合 午前８時３０分 

合 格 者 の 発 表 
令和３年３月 ２日（火）    午前８時３０分（ホームページ掲載） 

                午前９時３０分（校内掲示） 

合格者の入学手続 
令和３年３月 ２日（火）    午前９時３０分 ～ 午後３時３０分 

    ３月 ３日（水）    午前９時 ～ 正午 



２部の各部に、それぞれ志望の順位を付けて出願することができる。 

 

第１－５ 出願手続 

第１－５－１ 中学校、義務教育学校、特別支援学校及び中等教育学校（以下「中学校」という。）の校長の手続 

都立高校の実施要綱第２－５－１を準用する。 

なお、成績一覧表の提出及び調査書の作成は必要としない。 

第１－５－２ 志願者の手続 

第１－５－２－１ 出願に要する書類等 

(1) 都立高等学校入学者選抜出願書類一覧（チャレンジスクール及び八王子拓真高校（チャレンジ枠））別表２－２

－２（８８ページ）のとおり。 

 なお、高等学校等中途退学者で高等学校における修得単位がある者は、上記の書類の他に、高等学校の単位修得証

明書・成績証明書（学校所定の様式）を提出する。 

(2) チャレンジスクールの入学願書は、各学校所定の様式を用いる。ただし、八王子拓真高校（チャレンジ枠）のみ

都立高等学校（以下「都立高校」という。）共通の様式（様式４）を用いる。 

 (3) 調査書の提出は必要としない。また、自己ＰＲカードに代えて学校所定の志願申告書を提出する。 

(4) 入学考査料は９５０円とする（所定の納付書により、納付書裏面に記載の納付場所で納付した領収証書を入学

願書の裏面に貼り付ける。）。 

第１－５－２－２ 提出方法 

都立高校の実施要綱第２－５－２－２を準用する。 

第１－５－３ 受検票の交付 

都立高校の実施要綱第２－５－３を準用する。 

 

第１－６ 志願の変更 

第１－６－１ 志願変更 

志願者は、入学願書提出後、別表３－１（９０ページ）の○を付した変更について、１回に限り行うことができる。

ただし、入学願書の返却を受けたチャレンジスクール（八王子拓真高校（チャレンジ枠）を含む。以下この項において同

じ。）に再提出することはできない。 

第１－６－２ 志願変更の手続 

(1) 志願変更の手続は、都立高校の実施要綱第２－６－２を準用する。ただし、他のチャレンジスクールに入学願書

を再提出する場合は、新たに志願申告書を作成し提出する。 

(2) 面接を実施する全日制の都立高校へ志願変更をする場合、又は一橋高校、浅草高校、荻窪高校、八王子拓真高校

（一般枠）及び砂川高校へ志願変更をする場合は、新たに自己ＰＲカードを作成し、調査書とともに提出する。 

(3) 全日制の都立高校へ志願変更をする者は、入学考査料の差額（１，２５０円）を再提出先の都立高校の窓口に

おいて、現金で納付する。 

 

第１－７ 検査の実施 

(1) 検査内容 

面接及び作文を実施する。 

面接又は作文を受検しなかった者は、受検を放棄したものとみなす。ただし、正当な事由により、一部受検できな

かった者は、受検したものとみなす。 

(2) 集合時刻及び時間割 

 開始時刻  ～  終了時刻 時 間 検 査 内 容 

集 合 午前 ８時３０分   

第 １ 時 限 午前 ９時００分 ～ 午前 ９時５０分 ５０分 作 文 

第 ２ 時 限 各都立高校が定める時刻  面 接 

 (3) 検査会場 

  受検票により指定する。 

 

第１－８ 採点 

 都立高校の実施要綱第２－９(1)から(5)までを準用する。 



第１－９ 選考 

第１－９－１ 選考 

(1) 第１学年相当 

志願申告書、面接及び作文を総合した審査結果（以下「審査結果」という。）、入学願書による志望及び都立高校

の校長（以下「都立高校長」という。）が必要とする資料により行う。 

(2) 第２学年相当以上 

高等学校の単位修得証明書・成績証明書、審査結果、入学願書による志望及び都立高校長が必要とする資料により

行う。 

第１－９－２ 選考委員会 

都立高校の実施要綱第２－１０－４を準用する。 

第１－９－３ 合格候補者の決定 

(1) 各部の募集人員を合計した人員を、審査結果の順により決定する。 

(2) 部ごとに、前項(1)の人員のうち、その部を第１志望とした者の中から合格候補者を決定する。 

第１志望で募集人員に達しない部は、その不足人員を(1)の人員のうちから志望の順位に基づき、審査結果の順に

充足する。 

(3) 特別枠の合格候補者が募集人員に満たない場合は、中学校を卒業する見込みの者又は既に卒業した者で充足する

ことができる。 

(4) (2)及び(3)の方法により充足しない部がある場合、当該の部について、合格候補者となっていない受検者の中か

ら、審査結果の順に、当該の部の志望の有無に基づき充足する。その際、充足しない部が複数ある場合は、審査結

果の順に、当該の部の志望の有無に基づき、志望の順位により充足する。 

第１－９－４ 合格者の決定 

都立高校長は、選考委員会で決定した合格候補者を入学許可予定者（以下「合格者」という。）として決定する。 

 

第１－１０ 合格者の発表及び入学手続（入学確約書の提出） 

都立高校の実施要綱第２－１１及び第２－１２を準用する。 

 

第 ２  学力検査等に基づく選抜（第二次募集） 

第２－１ 第二次募集日程 

（注１） チャレンジスクール又は八王子拓真高校（チャレンジ枠）の志願者は、全日制の都立高校（ただし、全

日制の応募資格を有する者に限る。）、他のチャレンジスクール、八王子拓真高校（チャレンジ枠）、一

橋高校、浅草高校、荻窪高校、八王子拓真高校（一般枠）及び砂川高校への志願変更ができる。 

（注２） 第二次募集は、第１学年相当のみとする。 

 

第２－２ 募集人員 

第一次募集の結果、入学手続者数が募集人員に達しない都立高校は、その相当人員について第二次募集を行う。 

 

事   項 日          時 

出 願 令和３年３月 ５日（金）    午前９時 ～ 午後３時 

志願変更 

（注１） 

入学願書取下げ 令和３年３月 ８日（月）    午前９時 ～ 午後３時 

入学願書再提出 令和３年３月 ９日（火）    午前９時 ～ 正午 

検 査 令和３年３月１０日（水）    集合 午前８時３０分 

合 格 者 の 発 表 令和３年３月１６日（火）    正午 

合 格 者 の 入 学 手 続 
令和３年３月１６日（火）    正午   ～ 午後３時 

    ３月１７日（水）    午前９時 ～ 正午 



第２－３ 応募資格等 

本実施要綱第１－３(1)を準用する。 

なお、第二次募集入学願書受付までに終了する都立高校の推薦に基づく選抜、連携型中高一貫教育に関わる選抜、

第一次募集・分割前期募集の選抜、海外帰国生徒対象の選抜、引揚生徒対象の選抜、在京外国人生徒対象の選抜及び国

際バカロレアコースの選抜における合格者、都立特別支援学校の高等部の入学許可予定者となり入学確約書を提出した

者（入学手続を終えた者も含む。）、都立中高一貫教育校の高校・後期課程に進学・進級を予定している者並びに東京

都公立大学法人 東京都立産業技術高等専門学校の入学許可予定者の応募は認めない。 

また、一人でも多くの生徒の都立高校への進学を保障する趣旨から、既に国私立高校に入学手続を終えている生徒に

ついては、以後の募集への出願を遠慮すること。 

 

第２－４ 出願方法 

志願者は、１校に限り出願する。また、募集のある全ての部に志望の順位を付けることができる。 

 

第２－５ 出願手続 

第２－５－１ 中学校の校長の手続 

   本実施要綱第１－５－１を準用する。 

第２－５－２ 志願者の手続 

第２－５－２－１ 出願に要する書類等 

   本実施要綱第１－５－２－１を準用する。 

第２－５－２－２ 提出方法 

都立高校の実施要綱第３－５－２－２を準用する。 

第２－５－２－３ 受検票の交付 

都立高校の実施要綱第３－５－２－３を準用する。 

 

第２－６ 志願の変更 

第２－６－１ 志願変更 

志願者は、入学願書提出後、別表３－２（９０ページ）の○を付した変更について、１回に限り行うことができる。

ただし、入学願書の返却を受けたチャレンジスクール（八王子拓真高校（チャレンジ枠）を含む。以下この項において

同じ。）に再提出することはできない。 

第２－６－２ 志願変更の手続 

(1)  志願変更の手続は、都立高校の実施要綱第３－６－２を準用する。ただし、他のチャレンジスクールに入学願書

を再提出する場合は、新たに志願申告書を作成し提出する。 

(2) 面接を実施する全日制の都立高校へ志願変更をする場合、又は一橋高校、浅草高校、荻窪高校、八王子拓真高校

（一般枠）及び砂川高校へ志願変更をする場合は、新たに自己ＰＲカードを作成し、調査書とともに提出する。 

(3) 全日制の都立高校へ志願変更をする者は、入学考査料の差額（１，２５０円）を再提出先の都立高校の窓口にお

いて、現金で納付する。 

 

第２－７ 検査の実施 

(1) 検査内容 

面接及び作文を実施する（本実施要綱第１－７(1)を準用する。）。 

(2) 集合時刻及び時間割 

 開始時刻  ～  終了時刻 時 間 検 査 内 容 

集 合 午前 ８時３０分   

第 １ 時 限 午前 ９時００分 ～ 午前 ９時５０分 ５０分 作 文 

第 ２ 時 限 各都立高校が定める時刻  面 接 

(3) 検査会場 

受検票により指定する。 

 

第２－８ 採点、選考 

本実施要綱第１－８、第１－９を準用する。 



第２－９ 合格者の発表及び入学手続（入学確約書の提出） 

  都立高校の実施要綱第３－１１、第３－１２を準用する。 

 

第２－１０ 第三次募集、第四次募集の実施について 

(1) 第二次募集の結果、入学手続者数が募集人員に達しない場合は、都立高校の実施要綱第３－１ 定時制第二次募集 

日程で、第三次募集を行う。 

(2) 第三次募集の結果、入学手続者数が募集人員に達しない場合は、第四次募集を行う。 

(3) 第三次募集、第四次募集の実施について必要な事項は別に定める。 

 

第 ３  本人得点の開示等 

都立高校の実施要綱第５－１及び第５－３を準用する。ただし、第５－３－１において、当該都立高校長は、都内の

中学校に在学している受検者が、中学校における進路指導や学習指導に活用するために、都立高校から中学校へ検査結

果を提供することについて同意した場合のみ、当該受検者の選抜用評定等確認表（様式21）を作成する。その際、当該

受検者の選抜用評定等確認表については、面接の得点、作文の得点及び志願申告書の得点のみを記載する。 

 

第 ４  その他 

１ 学校教育法施行規則（昭和２２年文部省令第１１号）第９５条第５号に規定する学力認定は、本実施要綱の定める検

査の成績により行う。 

２ 応募資格に違反し、又は必要書類の重要事項の誤記、不備その他事実に反する記載により入学したと認められる者は、

入学を取り消すものとする。 

３ 本実施要綱に定めるもののほか、必要な事項は、都立高校の実施要綱の規定を準用する。 



＜参考＞東京都立高等学校チャレンジスクール入学者選抜実施要綱（第一次募集）主な相違点

六本木 大江戸 世田谷泉 稔ヶ丘 桐ヶ丘

１部、２部の各
部に志望の順位
を付けて出願

第１学年相当

第２学年
相当以上

 第２学年相当
 以上の募集を
 行わない。

第１学年相当

第２学年
相当以上

 第２学年相当
 以上の募集を
 行わない。

（注１）　都内の中学校を卒業見込みの者を除き、都外に住所を有し、入学日までに都内に転入することが確実な者は、転居を証明
　　　　する書類を提出する。
（注２）　都内の中学校を卒業見込みの者を除き、都外に住所を有し、勤務先が都内にある場合は、住民票記載事項証明書に代えて、
　　　　勤務先を証明する書類を提出する。

志願の変更

　④ 高等学校の単位修得証明書・成績証明書（学校所定の様式）
　⑤ 住民票記載事項証明書（様式応３)(都内に住所を有する者)(注１、２）
　⑥ 受検票返送用封筒（志願者の住所・氏名等を明記の上、簡易書留郵便に
   よる郵送料相当分の切手を貼り付けたもの）

面接及び作文

 中学校卒業見込みの者
 又は既卒者

高等学校等
中途退学者
で高等学校
での修得単
位がある者

 (1) １～３部（八王子拓真高校(チャレンジ枠)においては、１部、２部）の募集人員を合計し
   た人員を、審査結果の順により決定する。
 (2) 部ごとに、前項(1)の人員のうち、その部を第１志望とした者の中から合格候補者を決定
　 する。
　　 第１志望で募集人員に達しない部は、その不足人員を(1)の人員のうちから志望の順位に
   基づき、審査結果の順に充足する。
 (3) 特別枠の合格候補者が募集人員に満たない場合は、中学校を卒業する見込みの者又は既に
　 卒業した者で充足することができる。
 (4) (2)及び(3)の方法により充足しない部がある場合、当該の部について、合格候補者となっ
   ていない受検者の中から、審査結果の順に、当該の部の志望の有無に基づき充足する。その
　 際、充足しない部が複数ある場合は、審査結果の順に、当該の部の志望の有無に基づき、志
　 望の順位により充足する。

検 査 等 の 実 施

選考(合格候補者の決定）

出願手続
（出願に要
する書類）

志願変更をすることはできない。

高等学校等
中途退学者
で高等学校
での修得単
位がある者

  入学願書提出後、１回に限り他のチャレンジスクール（八王子拓真高校（チャレンジ枠）を
含む。以下この項において同じ。）、一橋高校、浅草高校、荻窪高校、八王子拓真高校（一般
枠）、砂川高校及び全日制高校（ただし、全日制の応募資格を有する者に限る。）に、志願変
更をすることができる。
（他のチャレンジスクールに入学願書を再提出する場合は、新たに志願申告書を作成して提出
する。面接を実施する全日制高校、一橋高校、浅草高校、荻窪高校、八王子拓真高校（一般
枠）及び砂川高校へ志願変更をする場合は、新たに自己ＰＲカードを作成し、調査書とともに
提出する。また、全日制高校に志願変更をする者は、入学考査料の差額（1,250円）を再提出
先の全日制高校の窓口において、現金で納付する。）

八王子拓真
（チャレンジ枠）

　① 入学願書（学校所定の様式。ただし、八王子拓真高校（チャレンジ枠）のみ都立高校共通
　 の様式（様式４））
　② 入学考査料（領収証書を入学願書の裏面に貼り付ける。）
　③ 志願申告書（学校所定の用紙）
　④ 卒業見込証明書（都外の中学校を卒業見込みの者）又は卒業証明書（既卒者）
　⑤ 住民票記載事項証明書（様式応３）（都内に住所を有する既卒者）（注１、２）
  ⑥ 受検票返送用封筒（志願者の住所・氏名等を明記の上、簡易書留郵便による郵送料相当分
    の切手を貼り付けたもの）※
　※⑥については、都内中学校卒業見込みの者は必要ない。

１～３部の各部に志望の順位を付けて出願

チャレンジスクール

項　　目

　① 入学願書（学校所定の様式。ただし、八王子拓真高校（チャレンジ枠）のみ都立高校共通
　 の様式（様式４））
　② 入学考査料（領収証書を入学願書の裏面に貼り付ける。）
  ③ 志願申告書（学校所定の用紙）

出 願 方 法

 中学校卒業見込みの者
 又は既卒者


